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The Methamphetamine Profiling Program (MPP) that revealed the scientific characteristics of methamphetamine (MA) 
seized by Japan Customs started at Japan’s Central Customs Laboratory (CCL) in 2007. In MPP, we compared the scientific 
characteristics of MA with each case, and we found the information that contributed to the offence investigation, such as 
resolution of the smuggling route, the relationship to other cases, and so on. Four types of experiment are conducted under the 
MPP, namely: (i) purity analysis, (ii) chirality analysis, (iii) stable isotope ratio analysis, and (iv) impurity analysis. In this 
study, we report the results of analysis about 383 samples from 269 cases. 

 

1. 緒  言 

関税中央分析所（以下，中分と略記する）では 2007 年から，水

際で摘発された覚醒剤について，覚醒剤プロファイル分析を行っ

ている．これは，覚醒剤の水際取り締まりの強化に資するため，

水際で摘発された覚醒剤の科学的特徴を分析するものであり，そ

の科学的特徴を過去に分析したものの科学的特徴と比較すること

で，密輸ルートの解明や関連する事案の有無など，犯則の調査に

資する情報を得ている．現在中分では覚醒剤の科学的特徴を分析

するため，純度分析，光学異性体分析，安定同位体比質量分析及

び不純物分析を行っている． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

密輸される覚醒剤の原料はエフェドリン類（エフェドリン及び

プソイドエフェドリン）及びフェニルアセトンである．アジア，

アフリカ及びヨーロッパ仕出しの覚醒剤は，エフェドリン類を原

料とするものである．メキシコやアメリカ仕出しの覚醒剤も，10
年ほど前はエフェドリン類を原料とするものであったが，最近は

ほとんどがフェニルアセトンを原料とするものである 1)．また，

覚醒剤の製造方法は原料によって異なる．覚醒剤の原料及び合成

経路を Fig. 1 に示す．原料がエフェドリン類の場合は，クロロエ

フェドリンを経由する Emde 法や，エフェドリン類を直接還元す

る Nagai 法などがある．フェニルアセトンの場合は，N-ホルミル

メタンフェタミンを経由する Leuckart 法や，フェニルアセトンを 
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直接アミン化させる Reductive Amination 法がある． 
今回，2017 年から 2019 年までに水際で摘発された覚醒剤のプ

ロファイル分析の結果について報告する． 
 

2. 覚醒剤プロファイル分析の結果 

2017 年から 2019 年に水際で摘発された覚醒剤のうち，中分で

覚醒剤プロファイル分析を行ったものの件数と検体数を Table 1
に示す． 
 

Table 1 Number of analysis under Methamphetamine Profiling Program 

 2017 2018 2019 Total 
Number of Cases 99 84 86 269 

Number of Samples 187 98 98 383 
 
2.1 純度分析 

我が国で不法に流通している覚醒剤は，そのほとんどが純度の

高い結晶状のものである 2)．しかしながら，近年では覚醒剤の重

量を増やすため，ジメチルスルホンなどを添加している場合があ

る 3)．また，押収された不正薬物の純度を明らかにすることによ

り，供給側の供給能力や覚醒剤密売市場の状況などを推測するこ

とができる． 
中分では，核磁気共鳴装置を用いて，水際で摘発された覚醒剤

の純度を分析している．純度分析の結果を Table 2 に示す． 
 

Table 2 Results of purity analysis 

 2017 2018 2019 Total 
< 90 % 44 12 7 63 

≥ 90 %, < 98 % 35 23 24 82 
≥ 98 % 108 63 67 238 

 
2.2 光学異性体分析 

覚醒剤には，右旋性（d 体）及び左旋性（l 体）の光学異性体が

あり，またこれらの混合物（dl 体）も存在する．光学異性体分析

により，原料の推定や供給側の供給能力を伺い知ることができる．

麻黄を抽出して得られたエフェドリン類や糖蜜発酵により得られ

たエフェドリン類を用いて作られた覚醒剤は d 体であり，我が国

で乱用されている覚醒剤も d 体である 2)．また，化学合成により

得られたエフェドリン類やフェニルアセトンを用いて作られた覚

醒剤は dl 体である．l 体はその効果が d 体のものの 10 分の 1 程
度と言われており 4)，dl 体はそのままでは効果が弱いため，通常

は光学分割を行い，d 体を選択的に得ている． 
中分では，高速液体クロマトグラフを用いて，水際で摘発され

た覚醒剤の光学異性体を確認している．光学異性体分析の結果を

Table 3 に示す． 
 

 

 

Table 3 Results of chirality analysis 

 2017 2018 2019 Total 
Dextrorotation 184 88 87 359 

Mixture 0 3 5 8 
Levorotation 3 7 6 16 

 
2.3 安定同位体比質量分析 

覚醒剤を構成する原子の安定同位体比は，覚醒剤の原料，製造

方法等の違いにより異なった値を示す．このため，様々な研究が

おこなわれている．Toske らによると，炭素の安定同位体比の値が

-30.4 ‰以下の場合はフェニルアセトンを，-29.2 ‰超の場合はエ

フェドリン類を，それぞれ原料とする覚醒剤である 5)．また

Salouros らによると，炭素の安定同位体比の値が-26.5 ‰超の場合

は糖蜜発酵により得られたエフェドリン類を，炭素の安定同位体

比の値が-26.5 ‰以下かつ窒素の安定同位体比の値が 2.5 ‰超の場

合は麻黄抽出により得られたエフェドリン類を，炭素の安定同位

体比の値が-26.5 ‰以下かつ窒素の安定同位体比の値が 2.5 ‰以下

の場合は化学合成により得られたエフェドリン類を，それぞれ原

料とする覚醒剤である 6)．これらの報告を Fig. 2 に図示する． 
中分では，元素分析/同位体比質量分析計を用いて，水際で摘発

された覚醒剤の炭素，窒素及び水素の安定同位体比を確認してい

る．これらの結果を Table 4 に示す． 
 

Table 4 Results of stable isotope ratio analysis 

 2017 2018 2019 Total 
Area A 27 22 33 82 

Area B-1 2 2 0 4 
Area B-2 5 18 15 38 
Area C-1 20 5 15 40 
Area C-2 70 32 22 124 
Area D 63 19 13 95 
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2.4 不純物分析 

密造された覚醒剤には様々な不純物が含まれており，原料や製

造方法に特徴的な不純物についての研究が進められている 2), 7-9)．

エフェドリン類を原料とするものに見られる不純物としては，エ

フェドリン類，アジリジン化合物及びナフタレン化合物が検出さ

れる 10-12)．一方，フェニルアセトンを原料とするものに見られる

不純物についても報告がある 13,14)． 
エフェドリン類を原料とする覚醒剤には微量のエフェドリン類

が残存することが多い 10-12)．このため，中分では高速液体クロマ

トグラフを用いて，摘発された覚醒剤にエフェドリンが含まれて

いるかを確認している．なお，覚醒剤原料がフェニルアセトンと

考えられる場合でも，エフェドリン類が極めて僅かに検出される

場合がある 15)． 
アジリジン化合物は，エフェドリン類を原料とする覚醒剤にエ

フェドリン類とともに検出される 10-12)．またナフタレン化合物は，

エフェドリン類を原料とするもののうち，Nagai 法のものに見ら

れる特徴的な成分である 10-12)．このため，中分ではガスクロマト

グラフ質量分析計を用いて，水際で摘発された覚醒剤にアジリジ

ン化合物及びナフタレン化合物が含まれているかを確認している． 
また，密造された覚醒剤には上記の成分以外にも様々な不純物

が含まれており，中には覚醒剤の重量を増やすことを目的に，ジ

メチルスルホンなどが意図的に混入されているものもある 3)．こ

のため，中分ではこのような原料や合成経路に由来しない不純物 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
についても，ガスクロマトグラフ質量分析計を用いてどのような

不純物が含まれているかを確認している． 
不純物分析の結果を Table 5 に示す． 

 
Table 5 Results of impurity analysis 

  2017 2018 2019 Total 

Ephedrines 
＋ 159 68 61 288 
－ 28 30 37 95 

Aziridine 
Compound 

＋ 146 41 31 218 
－ 41 57 67 165 

Naphthalene 
Compound 

＋ 63 16 13 92 
－ 124 82 85 291 

Dimethyl-
sulfone 

＋ 67 15 14 96 
－ 120 83 84 287 

＋: detected, －: not detected 
 

3. 資  料 

2017 年から 2019 年までに水際で摘発された覚醒剤のうち，覚

醒剤プロファイル分析を行ったものの炭素‐窒素の安定同位体比

のプロット図を Fig. 3 に示す． 
 

Fig. 2 Carbon-Nitrogen stable isotope ratio plot by the precursor; Area A: Phenylacetone (13C: ≤ -30.4 ‰),  
Area B-1: Mixture of Ephedrines (extracted from Ephedra) and Phenylacetone (13C: > -30.4 ‰ and ≤ -29.2 ‰, 15N: > 2.5 ‰),  
Area B-2: Ephedrines extracted from Ephedra (13C: > -29.2 ‰ and ≤ -26.5 ‰, 15N: > 2.5 ‰),  
Area C-1: Mixture of Ephedrines (synthesized from chemicals) and Phenylacetone (13C: > -30.4 ‰ and ≤ -29.2 ‰, 15N: ≤ 2.5 ‰),  
Area C-2: Ephedrines synthesized from chemicals (13C: > -29.2 ‰ and ≤ -26.5 ‰, 15N: ≤ 2.5 ‰) and  
Area D: Ephedrines generated from fermented sugar (13C: > -26.5 ‰) 
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Fig. 3 Carbon-Nitrogen stable isotope ratio plot from 2017 to 2019 


